
12月定例会

古宮地区が わかりやすく
平
成
29
年
12
月
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
開
か
れ
、
専
決
処
分
１
件
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
２
件
、
契
約
変
更
な
ど
４
件
、
条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正

５
件
、
補
正
予
算
11
件
な
ど
25
議
案
を
可
決
・
承
認
し
、
意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま

し
た
。

ま
た
、
条
例
制
定
１
件
を
否
決
し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
議
案
審
議
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

な
お
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
債

権
管
理
条
例
制
定
案
に
つ
い

て
は
、
総
務
建
設
と
厚
生
教

育
の
両
常
任
委
員
会
で
連
合

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

債
権
の
現
状
に
つ
い
て
把

握
し
、
徴
収
計
画
の
策
定
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を

再
度
検
討
後
、
条
例
制
定
案

を
提
出
す
べ
き
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い

て
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
制
定
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
が
、
債
権

の
放
棄
に
つ
い
て
、
規
定
さ

れ
る
債
権
総
額
な
ど
が
精
査

さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

債
権
の
放
棄
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
の
提
示
は
、
規
則
に

の
っ
と
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
す
。

　

職
員
が
知
識
と
情
報
を
共

有
し
、
改
め
て
内
容
を
精
査

し
、
提
案
の
上
、
運
用
な
ど

を
十
分
説
明
願
い
た
い
。

　

一
層
の
滞
納
整
理
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る
中
、
滞
納
整

理
に
あ
た
っ
て
は
、
滞
納
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
十
分

見
極
め
て
取
り
組
み
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

　

税
務
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、

債
権
を
抱
え
る
全
て
の
グ

ル
ー
プ
、
担
当
者
が
調
査
、

研
究
を
進
め
、
研
修
を
行
い
、

誠
実
に
取
り
組
み
、
条
例
制

定
に
よ
り
債
権
の
管
理
が
大

き
く
前
進
す
る
と
期
待
し
て

賛
成
し
ま
す
。

　

ソ
ウ
ブ
チ
池
の
工
事
内
容

が
流
用
計
画
変
更
に
よ
る
購

入
土
の
増
加
や
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
の
増
設
、
舗
装
の
復
旧

な
ど
一
部
工
事
が
追
加
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
、
兵
岡
建
設
㈱

と
８
４
１
万
円
増
の
６
６
２

６
万
円
で
契
約
変
更
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
期
は
、
平
成
30
年
３
月

23
日
ま
で
で
す
。

　

福
祉
会
館
の
改
修
工
事
が

一
部
工
事
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

　

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
新

設
に
あ
た
り
、
オ
ー
ル
電
化

の
調
理
設
備
に
す
る
た
め
、

変
圧
器
の
更
新
、
分
電
盤
の

変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
大
成
工
材
㈱

と
３
３
８
万
円
増
の
６
７
２

８
万
円
で
契
約
変
更
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
期
は
、
平
成
30
年
３
月

16
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
末
を
も
っ

て
任
期
満
了
す
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
細
田
知
秀
氏
（
北

本
荘
）、吉
川
健
次
氏（
古
宮
）

の
２
名
の
推
薦
が
あ
り
、
適

任
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

す
道
路
整
備
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
、
今
後
も
引
き

続
き
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
意
見
書
が
、
総

務
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
、
本
会
議
で
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
兵
庫
県
本
部

か
ら
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の
制

定
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で

の
審
査
を
行
っ
た
後
、
本
会

議
に
て
採
決
し
た
結
果
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

町の設定

古
宮
地
区
の
住
居
表
示
実
施
へ

　

住
居
表
示
は
、
昭
和
60
年

11
月
の
「
宮
西
地
区
」
か
ら

平
成
21
年
11
月
の
「
大
中
地

区
」
ま
で
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
道
本
荘
平

岡
線
か
ら
東
側
で
、
山
陽
電

鉄
よ
り
南
側
の「
古
宮
地
区
」

に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
11
月
５
日
か
ら

変
更
し
、
古
宮
一
丁
目
か
ら

古
宮
七
丁
目
に
な
り
ま
す
。

対
象
世
帯
数
は
約
１
１
４
０

世
帯
で
す
。

条 例

債
権
管
理
条
例

　
　
　
　
制
定
案
が
否
決

契約変更

ソ
ウ
ブ
チ
池
改
修

　
　
　
　
　
工
事
の
変
更

契約変更

福
祉
会
館
改
修

　
　
　
　
　
工
事
の
変
更

人 事
人
権
擁
護

　
委
員
を
推
薦

▲庁舎から見える古宮地区

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
賛
成
討
論

■
賛
成
討
論

■
反
対
討
論

意
見
書
提
出

請
願
審
査

　

山
本
雅
之
議
員
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

加
古
郡
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
、
岡
田
千
賀
子
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算
●増額の主なもの
・普通財産取得事業（土地購入） 2897万円
・工事請負契約変更（福祉会館） 245万円
・住基基本台帳システム開発 271万円
・高齢障害者特別医療費助成金 861万円

・障害福祉サービス事業の児童通所給付費 3758万円
・介護保険事業特別会計繰出金 262万円
・後期高齢者医療事業繰出金 168万円

12月臨時会 　

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
と
い
う
名
称

や
活
動
を
、
報
道
な
ど
を
通

じ
て
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、

同
盟
に
何
名
の
方
が
加
入
し
、

謝
罪
と
賠
償
を
求
め
て
い
る

の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
治
安
維
持
法
廃

止
時
点
で
要
求
す
る
べ
き

だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

実
現
の
可
能
性
が
な
い
請

願
を
採
択
す
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
反
対
し
ま
す
。

　

治
安
維
持
法
は
、
日
本
が

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た

こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
自
由

の
弾
圧
と
人
道
に
反
す
る
悪

法
と
し
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
犠
牲
者
に
対
し

て
政
府
は
謝
罪
も
賠
償
も
し

て
い
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
は
、

「
戦
争
犯
罪
人
と
人
道
に
反

す
る
罪
に
時
効
は
な
い
」
と

い
う
国
際
法
に
基
づ
き
犠
牲

者
に
謝
罪
と
賠
償
を
行
っ
て

い
ま
す
。
犠
牲
者
は
高
齢
化

し
て
お
り
、
一
日
も
早
い
制

定
を
望
み
賛
成
し
ま
す
。

3 2平成30年1月24日 議会だより No.235


